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可
決
さ
れ
た議

案
事
項

平
成
24
年
「
第
１
回
臨
時
議
会
」

は
、
９
月
14
日
の
１
日
間
開
催

さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
す
べ

て
可
決
し
ま
し
た
。

●
和
泊
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

和
泊
町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
定
数
が
減
に
な
っ
た
事
に
伴

い
、
各
常
任
委
員
会
の
定
数
を

７
人
か
ら
６
人
に
改
め
る
も
の
。

●
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

和　
　

正
巳
（
満
67
歳
）

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

山
下　

幸
秀
（
満
61
歳
）

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

平　
　

勝
美

　

副
委
員
長　

芋
髙　

生
三　

　

委
員　
　
　

橋
口　

和
夫

　
　
　
　
　
　

児
玉　

実
隆

　
　
　
　
　
　

伊
集
院
徳
二

　
　
　
　
　
　

和　
　

正
巳

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

永
野　

利
則

　

副
委
員
長　

沖　
　

充

　

委
員　
　
　

中
田　

隆
洋

　
　
　
　
　
　

桂　
　

弘
一

　
　
　
　
　
　

泉　
　

秀
樹

　
　
　
　
　
　

山
下　

幸
秀

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

委
員
長　
　

山
下　

幸
秀

　

副
委
員
長　

永
野　

利
則

　

委
員　
　
　

橋
口　

和
夫

　
　
　
　
　
　

芋
髙　

生
三

　
　
　
　
　
　

桂　
　

弘
一

　
　
　
　
　
　

平　
　

勝
美

●
沖
永
良
部
バ
ス
企
業
団
議
会

議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

中
田
隆
洋
、
橋
口
和
夫
、
桂

　

弘
一
、
芋
髙
生
三

　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
沖
永
良
部
衛
生
管
理
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

沖　
　

充
、
泉　

秀
樹
、
永

野
利
則
、
山
下
幸
秀

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
沖
永
良
部
・
与
論
地
区
広
域

事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て

　

児
玉
実
隆
、
平　

勝
美
、
伊

集
院
徳
二

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

●
和
泊
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ

い
て

　

委　

員
：
谷
山
俊
秀
、
佐
藤

秀
子
、
山
下
元
達
、
瀬
島
勝
男

補
充
員
：
花
田
博
教
、村
田
健
二
、

勝
男
百
合
子
、
野
村
美
枝

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

平
成
24
年「
第
３
回
定
例
会
」は
、

９
月
24
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で

の
12
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
、
上
程
さ
れ
た
陳
情
の
一
部

を
除
き
可
決
し
ま
し
た
。

●
和
泊
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
２
号)

（
専
決
）

　

第
29
回
鹿
児
島
県
消
防
操

法
大
会
派
遣
経
費
等
に
よ
る

専
決
処
分
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
７
０
千
円
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
５
，
８
１
９
，

４
４
０
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

（
専
決
）

　

台
風
15
号
に
よ
り
繰
延
投
票

執
行
と
な
っ
た
和
泊
町
議
会
議

員
選
挙
費
の
専
決
処
分
で
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
０
０
０
千

円
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
５
，

８
２
０
，
４
４
０
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
４
号) 

　

歳
入
で
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
、
前
年
度
剰
余
金
繰
越
金

の
増
額
、
普
通
交
付
税
の
減

額
。
歳
出
で
、
ご
み
処
理
施
設

交
付
税
公
債
費
知
名
町
負
担

金
、
台
風
15
号
、
16
号
に
伴
う

有
線
テ
レ
ビ
災
害
復
旧
費
の
増

額
等
の
予
算
措
置
で
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
９
２
，
８
７
１
千

条
　
例

条
　
例

人
事
案
件

補
正
予
算

副議長に山下幸秀氏
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円
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
６
，

０
１
３
，
３
１
１
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　

歳
入
で
、
保
険
税
、
療
養
給

付
費
交
付
金
、
繰
入
金
、
繰
越

金
の
増
額
。
歳
出
で
、
保
険
給

付
費
、
介
護
納
付
金
、
共
同
事

業
拠
出
金
の
増
額
で
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
０
，
４
６
０
千
円

追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
１
，

０
９
３
，
６
１
８
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

号)

　

歳
入
で
、
保
険
料
、
支
払
基

金
交
付
金
、
繰
越
金
の
増
額
。

歳
出
で
、保
険
給
付
費
、総
務
費
、

諸
支
出
金
の
増
額
で
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
１
，
０
８
５
千

円
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は

８
４
６
，
７
６
８
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　

歳
入
で
、
保
険
料
の
減
額
、

繰
越
金
の
増
額
。
歳
出
で
、
総

務
費
の
増
額
で
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
５
８
千
円
減
額
し
、
予

算
の
総
額
は
７
８
，
２
２
０
千

円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

　

地
域
振
興
推
進
事
業
（
乾
燥

機
設
備
）
の
導
入
に
伴
い
資

本
的
収
入
１
０
，
１
０
５
千

円
追
加
、
資
本
的
支
出
２
０
，

２
１
０
千
円
の
追
加
。

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
（
専
決
）

　

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
新
築

工
事
２
号
棟
（
建
築
本
体
）
１

工
区　
（
㈱
池
下
建
設
）

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
（
専
決
）

　

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
新
築

工
事
２
号
棟
（
建
築
本
体
）
２

工
区　
（
㈱
町
田
建
設
）

●
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

長
田　

隆
一
氏
（
満
45
歳
）

　
　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　
　

投
票
総
数
票　

11
票

　
　

賛
成
票　

10
票

　
　

反
対
票　

１
票

●
和
泊
町
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

泉　
　

秀
樹
氏
（
満
55
歳
）

　
　

指
名
推
薦
に
よ
る
採
決

　

菅
村　

寛
仁
氏
（
満
63
歳
）

　
　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　
　

投
票
総
数
票　

11
票

　
　

賛
成
票　

11
票

　
　

反
対
票　

０
票

●
和
泊
町
名
誉
町
民
の
選
定
に

つ
い
て

　

徳
田　

虎
雄
氏
（
満
74
歳
）

●
和
泊
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

福
山　
　

肇
氏
（
満
64
歳
）

　
　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　
　

投
票
総
数
票　

11
票

　
　

賛
成
票　

10
票

　
　

反
対
票　

１
票

　

松
山　

廣
志
氏
（
満
61
歳
）

　
　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　
　

投
票
総
数
票　

11
票

　
　

賛
成
票　

10
票

　
　

反
対
票　

１
票

　

本
部　

玲
子
氏
（
満
56
歳
）

　
　

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決

　
　

投
票
総
数
票　

11
票

　
　

賛
成
票　

11
票

　
　

反
対
票　

０
票

●
陳
情
第
10
号
商
工
会
に
対
す

る
平
成
25
年
度
補
助
金
等
に
関

す
る
要
望
書
の
取
り
下
げ
の
件

に
つ
い
て

　

要
望
書
の
内
容
に
不
備
が
あ

っ
た
た
め
。

●
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る

仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

●
陳
情
書
に
つ
い
て

　
　●

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る

仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意

見
書

新議長に和  正巳氏

契
約
案
件

人
事
案
件

そ
の
他

採
択
さ
れ
た
陳
情

意
見
書
・
決
議(

議
員
提
出
含
む)
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平成 23年度　全ての会計決算を認定	 	 	 	 	 	 	 	
　平成 23年度の一般会計及び特別会計・水道事業会計は決算審査特別委員会に付託審査され、最終本
会議で採決の結果全ての決算が認定されました。

一　般　会　計		 歳入総額	 6,891,261 千円
	 	 	 	 歳出総額	 6,747,770 千円

区　　　　分 平成 23年度 区　　分 平成 23年度
決算額 対前年度比 決算額 対前年度比

町税 575,232 10,256 議会費 111,182 26,106
地方譲与税 87,607 -1,813 総務費 1,231,012 599,075
利子割交付金 1,145 -730 民生費 1,013,055 -15,285
配当割交付金 729 480 衛生費 543,513 20,651
株式等譲渡所得割交付金 115 -154 農林水産業費 808,411 266,718
地方消費税交付金 60,512 -687 商工費 97,778 19,538
自動車取得税交付金 10,746 -2,255 土木費 833,630 130,161
地方特例交付金 17,076 -2,108 消防費 166,631 37,803
地方交付税 3,126,822 -141,478 教育費 395,094 -223,009
交通安全対策特別交付金 1,824 38 災害復旧費 23,192 11,699
分担金及び負担金 45,492 2,099 公債費 1,118,469 39,897
使用料及び手数料 110,434 3,579 諸支出金 405,803 -285,368
国庫支出金 554,247 -17,741 合　　計 6,747,770 627,986
県支出金 436,939 40,918
財産収入 30,381 912
寄附金 4,300 -9,199
繰入金 241,163 -46,310
繰越金 249,476 26,166
諸収入 70,817 -22,152
町債 1,266,204 682,180

合　　　　計 6,891,261 522,001

特　別　会　計		 歳入総額	 2,443,126 千円	 	 	 	 	
	 	 	 	 歳出総額	 2,413,500 千円

会　計　別 歳　　入 歳　　出
決算額 対前年度比 決算額 対前年度比

国民健康保険 1,027,236 28,005 1,022,999 24,968
老人保健 0 -1,173 0 -1,173
介護保険 808,615 21,583 807,428 25,061
奨学資金 26,262 3,637 18,781 16,320
下水道事業 219,338 -11,837 219,318 -11,653
農業集落排水 268,980 -11,552 268,969 -11,548
伊延港ふ頭用地 21,682 -4,300 6,380 -1
後期高齢者医療 71,013 1,659 69,625 1,596
特別会計の計 2,443,126 26,022 2,413,500 43,570

水道事業会計

区　　　　分 収入 支出 純利益
収益的収入及び支出 198,128 190,056 8,072
資本的収入及び支出 782 70,561 -69,779
　資本的収入が資本的支出に不足する額69,779千円は、当年度分消費税資本的収支調整額2,314千円、
当年度分損益勘定留保資金 64,587 千円及び建設改良積立金 2,876 千円で補てんした。

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円歳　入 歳　出
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平成 23 年度に行われた事業
実施地区の説明を受ける議員

監
査
報
告

（
和
泊
町
代
表
監
査
委
員　

上
原

　

清
）

●
各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
要

約
　

会
計
処
理
の
合
規
性
等
に
つ

い
て
は
電
算
シ
ス
テ
ム
の
進
化

と
共
に
会
計
課
の
内
部
統
制
も

進
ん
で
い
る
の
で
そ
の
疑
い
は

な
い
。
統
計
数
値
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
、
生
活
環
境
課
提
供
の

資
料
に
基
づ
き
、
書
記
の
方
で

集
計
処
理
さ
れ
た
も
の
で
、
本

町
の
姿
を
数
字
に
よ
っ
て
全
体

像
を
写
し
だ
す
も
の
で
あ
る
。

財
政
状
況
は
昨
年
よ
り
悪
化
し

て
い
る
。
た
だ
３
カ
年
平
均
の

推
移
で
見
る
と
ほ
ぼ
一
定
の
状

態
で
あ
る
。
本
年
は
投
資
的
経

費
の
割
合
が
増
え
て
い
る
の
で

そ
の
分
町
民
に
廻
っ
て
い
れ
ば

有
難
い
。
た
だ
本
年
は
実
質
単

年
度
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
い

る
。
実
質
公
債
費
比
率
も
規
制

制
限
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
き

て
い
る
。
水
道
会
計
は
、
飲
料

の
外
部
購
入
が
目
立
ち
硬
度
化

低
減
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と

し
た
が
配
水
量
の
増
へ
と
は
至

っ
て
い
な
い
。

　

後
２
点
、
お
詫
び
と
激
励
を

付
け
加
え
ま
す
。
１
点
目
は
、

事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
、
昨

年
ま
で
成
果
説
明
書
は
毎
年
同

じ
文
章
が
繰
り
返
え
さ
れ
る
と

の
議
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

事
務
事
業
評
価
は
今
夏
か
ら
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
手
探
り
の

状
態
だ
が
確
実
な
前
進
を
図
っ

て
下
さ
い
。
２
点
目
は
、
滞
納

未
収
に
つ
い
て
、
県
か
ら
も
厳

し
い
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
監

査
委
員
と
し
て
怠
慢
な
面
が
あ

っ
た
と
今
反
省
し
て
い
る
。
何

故
、
例
月
毎
に
進
捗
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
か
っ
た
か
、
債
権
管
理

の
中
身
に
つ
い
て
精
査
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
後
２
回
の
例
月
検

査
が
あ
る
の
で
そ
の
時
に
少
し

で
も
多
く
の
精
査
を
行
う
。

●
水
道
会
計
決
算
審
査
意
見
書

要
約

　

法
令
に
定
め
ら
れ
た
会
計
原

則
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
計

数
は
い
ず
れ
も
正
確
で
あ
り
財

政
状
態
及
び
経
営
状
況
を
適
正

に
表
示
し
て
い
る
。

収
益
力
に
つ
い
て
は
料
金
値
上

げ
に
よ
り
好
転
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
配
水
量
そ
の
も
の
が

減
少
傾
向
に
あ
る
為
、
厳
し
さ

が
増
し
つ
つ
あ
る
。
加
え
て
石

灰
処
理
の
課
題
も
有
り
、
硬
度

低
減
化
の
効
果
は
な
か
な
か
見

え
て
こ
な
い
。

●
財
政
健
全
化
審
査
意
見
書

　

普
通
会
計
に
お
け
る
健
全
化

比
率
は
特
に
問
題
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率
は
単
年
度

１
６
．
７
％
で
、
３
カ
年
平
均

で
も
１
５
．
２
％
と
な
る
。
標

準
財
政
規
模
が
増
大
し
た
事

に
よ
り
、
将
来
負
担
比
率
は

１
２
６
．
７
％
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
も
、
普
通
会
計
の
統
計
整

備
は
進
め
ら
れ
て
き
た
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
伴
い
夕
張

事
件
の
様
な
事
が
起
こ
っ
て
き

た
。
連
結
範
囲
を
明
確
に
し
て

将
来
へ
の
負
担
額
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
本
町
は
、

赤
字
比
率
は
免
れ
て
い
る
が
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
は
年
々
悪
化
し
て
き
て
い

る
。
今
後
の
慎
重
な
財
政
運
営

が
望
ま
れ
る
。

●
経
営
健
全
化
審
査
意
見
書

　

審
査
に
付
さ
れ
た
、
資
金
不

足
比
率
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

資
金
不
足
率
は
発
生
し
て
い
な

い
が
、
水
道
事
業
剰
余
金
は
減

っ
て
き
て
い
る
。
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一　般　質　問
平成24年（９月）第３回議会定例会

橋口和夫議員

平
成
24
年
度
行
政
懇
談
会
及
び
教
育
行
政
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
行
政
懇
談
会
に

つ
い
て

問　

全
集
落
で
実
施
し
た
懇
談

会
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

答　

町
民
の
声
を
聞
く
方
法
と

し
て
は
、
役
場
庁
舎
内
や
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
意
見
募
集
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
広
く
町
民

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
っ
て
い
る
。
直

接
、
町
民
と
顔
を
合
わ
せ
、
懇

談
で
き
る
場
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
の
声
を
聞
き
、
そ

こ
で
収
集
し
た
意
見
を
行
政
に

反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

問　

懇
談
会
の
質
疑
応
答
集
を

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
。　

答　

町
民
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
は
、
す
ぐ
に
対
応
可
能
な
要

望
、
来
年
度
以
降
対
応
可
能
な

要
望
、
中
長
期
的
対
応
が
必
要

な
事
項
等
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
を

加
え
た
う
え
で
取
り
組
ん
で
い

く
。　
　

問　

谷
山
字
か
ら
提
案
さ
れ
た

懇
談
会
の
実
施
回
数
に
つ
い
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
行
く
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
何
年
か
お
き

に
各
集
落
や
各
種
団
体
等
と
懇

談
会
を
実
施
し
て
き
た
が
、
町

民
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
協
議
の

う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

西
原
字
か
ら
質
疑
の
あ
っ

た
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

町
営
住
宅
を
長
期
に
不
使

用
の
状
態
に
す
る
こ
と
は
、
住

宅
の
有
効
活
用
や
、
字
の
活
性

化
等
の
面
か
ら
問
題
が
あ
り
、

入
居
者
本
人
に
は
、「
明
渡
し
届

質
問
３　

複
式
学
級
の
特
性
に

つ
い
て
校
区
民
に
ど
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
か
。

答　

複
式
学
級
に
な
っ
て
か
ら

は
、
両
校
区
の
字
の
行
政
説
明

会
に
お
い
て
、
懸
念
さ
れ
る
複

式
学
級
の
学
力
低
下
へ
の
対
応

と
し
て
、
学
習
支
援
員
を
配
置

す
る
こ
と
や
、
教
職
員
の
複
式

指
導
の
指
導
力
向
上
を
図
る
こ

と
等
、
複
式
学
級
開
設
へ
の
町

教
委
と
し
て
の
対
応
を
説
明
し

て
い
る
。

　

け
の
提
出
に
つ
い
て
」
の
通
知

文
を
送
付
し
て
い
る
。
公
営
住

宅
の
有
効
活
用
が
出
来
る
よ
う

早
期
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
利
用

及
び
、
今
年
度
の
予
算
執
行
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

漁
協
か
ら
加
工
施
設
と
し

て
利
用
す
る
提
案
が
で
て
い
る

が
、
今
あ
る
施
設
設
備
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
最
も
適
し
た

利
用
を
し
て
い
き
た
い
。
予
算

の
執
行
状
況
は
、
設
計
業
務
委

託
・
地
質
調
査
委
託
・
造
成
工

事
に
つ
い
て
事
業
計
画
に
基
づ

い
た
作
業
を
進
め
て
い
く
。

質
問
２　

地
域
活
性
化
と
の
関

連
か
ら
児
童
数
が
減
少
し
て
い

る
大
城
、
内
城
校
区
の
公
営
住

宅
建
設
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。　

答　

現
在
、
大
城
校
区
に
17
戸
・

内
城
校
区
に
25
戸
の
公
営
住
宅

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

3・4、5・6 年生複式の内城小（上）
3・4 年生複式の大城小（下）
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問　

奨
学
金
制
度
の
活
用
状
況

及
び
返
済
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　

現
在
ま
で
約
３
０
０
名
の

学
生
が
利
用
し
て
い
る
。
返
済

状
況
に
つ
い
て
は
、
滞
納
者
が

８
名
と
な
っ
て
い
る
。
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
督
促
状
の
発
送

や
、
連
帯
保
証
人
で
あ
る
保
護

者
と
返
済
に
つ
い
て
の
相
談
を

行
い
１
日
で
も
早
く
完
納
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

道
路
の
建
設
に
つ
い
て

問　

燈
台
の
横
側
か
ら
憩
い
の

家
ま
で
の
間
、
避
難
道
路
を
建

設
す
る
計
画
は
な
い
か
。

答　

長
浜
地
区
の
出
入
り
口
が

２
箇
所
、標
高
が
４
．０
ｍ
～
４
．

５
ｍ
で
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ

る
。

誘
導
灯
か
ら
老
人
憩
い
の
家
ま

で
の
避
難
道
路
は
以
前
か
ら
必

要
だ
と
考
え
て
い
た
。
県
の
保

安
林
で
、
安
易
に
伐
採
で
き
な

い
が
、
現
状
に
合
わ
せ
て
、
早

急
に
実
施
し
た
い
。

問　

和
泊
中
学
校
か
ら
福
嶺
建

材
ま
で
の
間
は
、
通
学
路
と
し

て
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

大
坪
運
送
店
前
ま
で
延
長
す
る

計
画
は
な
い
か
。

答　

南
洲
通
線
は
人
家
が
密
集

し
て
お
り
、
家
屋
補
償
費
等
が

児玉実隆議員

道
路
建
設
・
指
定
避
難
場
所
・
台
風
災
害
・
野
球
場

建
設
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

事
業
費
の
７
～
８
割
を
占
め
、

事
業
費
が
莫
大
に
な
る
こ
と
か

ら
、
財
源
等
を
考
慮
し
な
が
ら

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
等
で
、
現
在
整
備
中
の
路
線

の
進
捗
状
況
を
み
な
が
ら
今
後

の
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
を
し

て
い
く
。　

指
定
避
難
場
所
の
整
備
に
つ

い
て

問　

町
で
整
備
さ
れ
て
い
る
避

難
場
所
に
は
、
災
害
時
に
備
え
、

敷
マ
ッ
ト
や
懐
中
電
灯
等
の
防

災
備
品
を
整
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

実
施
中
の
奄
美
群
島
防
災

関
連
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
町

内
９
集
落
の
字
公
民
館
の
耐
震

診
断
を
行
い
、
耐
震
補
強
及
び

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
改
修
事
業

や
非
常
用
発
電
機
の
設
置
を
行

う
。
避
難
所
で
の
生
活
に
必
要

な
食
糧
、
寝
具
類
等
の
防
災
備

品
の
整
備
は
、
大
規
模
災
害
の

場
合
は
町
で
対
応
す
る
。
そ
れ

以
外
の
台
風
等
の
短
期
的
災
害

で
は
、
個
人
あ
る
い
は
各
字
等

で
対
処
す
る
こ
と
が
基
本
と
な

る
。

台
風
災
害
に
つ
い
て

問　

停
電
後
、
電
力
の
復
旧
が

遅
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
電
力
会
社
に
行
政
側
か

ら
問
合
せ
等
を
し
て
い
る
か
。

答　

台
風
の
襲
来
が
予
測
さ
れ

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
復
旧

の
応
援
部
隊
を
待
機
さ
せ
、
暴

風
が
弱
ま
り
次
第
、
早
急
に
復

旧
作
業
に
入
っ
て
い
る
。
町
に

お
い
て
は
、
電
力
会
社
か
ら
の

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
等
に
よ
り
、

停
電
状
況
と
復
旧
状
況
に
つ
い

て
町
民
に
情
報
提
供
を
し
て
い

る
。
停
電
状
況
、
復
旧
状
況
、

復
旧
見
込
み
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
と
復
旧
に
つ
い
て
早
急
な

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

野
球
場
の
建
設
に
つ
い
て

問　

町
営
野
球
場
建
設
の
計
画

は
な
い
か
。

答　

総
合
運
動
公
園
整
備
計
画

の
中
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
審
議
会
で
協
議
を
進
め
、

他
の
教
育
委
員
会
所
管
事
業
と

の
整
合
性
も
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問　

本
町
で
も
い
じ
め
の
問
題

が
発
生
し
て
い
る
か
。
あ
る
と

す
れ
ば
何
件
あ
っ
た
の
か
。

答　

本
年
度
に
入
っ
て
小
学
校

で
４
件
、
中
学
校
で
10
件
、
合

計
14
件
の
い
じ
め
を
学
校
が
認

知
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

報
告
に
よ
る
と
、
14
件
の
い
じ

め
は
悪
口
や
仲
間
外
れ
等
が
主

で
、
14
件
の
う
ち
12
件
は
す
で

に
解
消
済
み
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。
現
在
は
２
件
を
継
続
し

た
い
じ
め
と
と
ら
え
て
お
り
大

き
な
問
題
に
発
展
し
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
解
消
済
み
の
い
じ

め
も
再
発
し
な
い
よ
う
に
、
学

校
・
教
育
委
員
会
と
当
該
児
童

生
徒
の
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関

係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
解
消
に

向
け
た
取
組
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。

防災担当課と字役員等で整備した
長浜地区から憩の家までの避難通路
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沖　充議員

本
町
予
算
の
財
源
確
保
に
つ
い
て

泉　秀樹議員

台
風
15
号
の
影
響
に
つ
い
て

問　

歳
入
予
算
額
の
約
６
割
強

を
占
め
る
地
方
交
付
税
・
国
庫

支
出
金
・
県
支
出
金
の
配
分
や

交
付
に
遅
れ
が
生
じ
、
事
業
執

行
等
に
影
響
が
で
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
が
、

町
長
の
見
解
と
今
後
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

国
は
特
例
公
債
法
案
が
先

の
国
会
で
廃
案
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
９
月
か
ら
の
予
算

執
行
の
抑
制
策
を
発
表
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
抑
制
策
の
う
ち

市
町
村
に
大
き
な
影
響
を
与
え

問　

ど
の
よ
う
な
被
害
や
影
響

が
出
た
か
。

答　

台
風
15
号
の
襲
来
で
、
住

宅
被
害
と
し
て
建
物
の
半
壊
２

戸
、
一
部
損
壊
６
戸
の
ほ
か
非

住
居
の
半
壊
２
戸
、
一
部
損
壊

８
戸
を
は
じ
め
、
長
時
間
の

雨
量
に
よ
る
農
地
の
表
土
流

失
、
農
業
施
設
や
農
作
物
に
も

被
害
が
出
た
。
停
電
に
よ
る
情

報
通
信
関
係
へ
大
き
な
影
響
が

生
じ
た
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
お
い
て
は
３
２
４
戸
に

断
線
等
の
被
害
が
で
た
。
農

業
用
施
設
は
平
張
施
設
の
ネ
ッ

ト
裂
傷
や
畜
舎
の
ト
タ
ン
の
は

が
れ
等
91
件
、
被
害
額
に
し
て

９
５
６
万
２
千
円
、
農
作
物

被
害
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
裂
傷
・

折
損
・
倒
伏
等
６
０
１
ｈ
ａ
、

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

財
政
力
の
弱
い
市
町
村
を
除
き
、

９
月
初
旬
の
支
払
い
予
定
日
を

延
期
し
た
う
え
で
、
一
部
は
さ

ら
な
る
先
送
り
を
検
討
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
町
へ
の
９
月
交
付
の
普
通

交
付
税
も
減
額
交
付
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
が
、
財
政
力
の
弱
い

市
町
村
と
い
う
こ
と
で
、
９
月

10
日
に
交
付
予
定
額
が
全
額
交

付
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
予
算
執
行
抑
制
予
定
の
医

療
関
係
者
養
成
経
費
等
の
裁
量

的
国
庫
補
助
金
に
つ
い
て
も
、

本
町
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

国
の
24
年
度
予
算
90
兆
円
の
財

源
の
う
ち
税
収
と
税
外
収
入
分

で
確
保
で
き
る
の
は
約
46
兆
円

被
害
額
６
，
０
９
５
万
８
千

円
、
花
き
は
ソ
リ
ダ
ゴ
・
キ
ク

等
３
．
７
ｈ
ａ
、
被
害
額
１
，

１
４
２
万
５
千
円
、
農
業
被
害

額
は
８
，
１
９
４
万
５
千
円
と

な
っ
た
。
公
共
土
木
災
害
に
つ

い
て
は
、
町
道
の
路
肩
決
壊
が

３
箇
所
発
生
し
、
農
地
災
害
と

し
て
、
ほ
場
の
表
土
流
失
３
件
、

法
面
崩
壊
８
件
、
他
に
も
道
路

冠
水
や
た
め
池
の
シ
ー
ト
破
損

が
発
生
し
た
。
商
店
街
で
も
停

電
に
よ
る
食
品
保
存
に
対
す
る

影
響
や
、
定
期
船
の
欠
航
に
伴

う
商
品
の
品
不
足
に
よ
り
、
住

民
生
活
も
多
大
な
不
便
を
強
い

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
町
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
日
繰
り
延
べ
を

は
じ
め
、
町
の
行
事
や
各
集
落

で
計
画
さ
れ
て
い
た
行
事
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

で
あ
り
、
累
計
支
出
額
は
10
月

末
で
約
45
兆
円
に
達
す
る
見
込

み
で
、
国
債
を
発
行
で
き
な
い

ま
ま
、
こ
れ
ま
で
の
ペ
ー
ス
で

執
行
を
続
け
れ
ば
10
月
末
に
税

収
・
税
外
収
入
分
を
ほ
ぼ
使
い

切
っ
て
し
ま
う
と
想
定
さ
れ
て

お
り
、
11
月
の
普
通
交
付
税
の

交
付
に
影
響
が
出
る
と
本
町
に

お
い
て
も
一
時
借
入
や
基
金
か

ら
の
運
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
は
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
国
の
動
向
に
つ
い
て
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

校
内
暴
力
等
が
発
生
し
た

場
合
、
警
察
の
介
入
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

文
部
科
学
省
や
県
教
育
委

員
会
の
指
針
に
基
づ
き
、
学
校

だ
け
で
抱
え
込
む
こ
と
な
く
、

警
察
に
通
報
し
、
そ
の
協
力
を

得
て
対
応
す
る
よ
う
学
校
へ
は

指
導
を
し
て
い
る
。
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問　

地
球
温
暖
化
に
伴
い
台
風

の
頻
発
化
、
強
力
化
、
大
型
化

が
進
む
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
課
題
と
対
策
を
ど
の
よ

う
に
講
じ
て
い
く
か
。

答　

昨
年
か
ら
本
年
に
か
け
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
集
中
豪
雨
に

よ
る
床
上
・
床
下
浸
水
、
沖
永

良
部
台
風
に
匹
敵
す
る
規
模
の

大
型
台
風
の
襲
来
に
よ
っ
て
、

本
町
に
お
い
て
も
被
害
が
発
生

し
、
生
活
環
境
を
脅
か
す
事
案

が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
町
民
の

生
命
財
産
を

守
る
た
め
、

災
害
時
に
お

け
る
町
民
へ

の
情
報
伝
達

手
段
の
強
化

策
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら

防
災
行
政
無

線
の
整
備
を

し
て
い
る
。

ま
た
、
減
災

対
策
と
し
て

日
頃
か
ら
防

災
訓
練
を
通

し
て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
情
報

の
収
集
等
日
頃
か
ら
で
き
る
防

災
知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
近
隣
所
の
災
害

弱
者
で
あ
る
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
の
把

握
と
支
援
体
制
の
充
実
強
化
な

ど
災
害
発
生
に
備
え
た
活
動
を

行
う
こ
と
と
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」
意
識
と
「
自
分
の

地
域
は
地
域
住
民
で
守
る
」
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
で
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

農
作
物
に
つ
い
て
は
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
複
合
経
営
を
再
度
見
直

す
と
と
も
に
、
農
業
共
済
や
価

格
安
定
制
度
を
活
用
す
る
な
ど

台
風
襲
来
を
前
提
と
し
た
足
腰

の
強
い
農
業
の
推
進
に
尽
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

行
政
と
し
て
そ
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
に
は
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
。
農
地
に
つ
い
て
は
、
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
耕

作
者
本
人
が
適
切
な
維
持
管
理

を
す
る
と
い
う
強
い
意
識
を

持
っ
て
頂
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。
現
在
、
各
集
落
に
水
土

里
サ
ー
ク
ル
活
動
組
織
を
設
立

し
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
点

検
活
動
を
通
し
て
、
農
地
・
農

業
用
施
設
の
保
全
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
各

種
協
議
会
や
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
・

防
災
無
線
等
を
通
じ
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
い
く
。

芋髙生三議員

流
通
コ
ス
ト
の
軽
減
・
奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業

に
つ
い
て

流
通
コ
ス
ト
の
軽
減
に
つ
い

て問　
所
得
向
上
の
た
め
、
輸
送

費
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

答　

経
済
の
停
滞
に
よ
る
農
産

物
価
格
の
低
迷
や
円
高
に
伴
う

輸
入
農
産
物
の
増
加
の
ほ
か
、

農
業
資
材
の
高
止
ま
り
な
ど
農

業
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
本
町
の
よ
う
な
大
消
費

地
か
ら
遠
く
離
れ
た
外
海
離
島

に
お
い
て
、
特
に
、
園
芸
作
物

に
つ
い
て
は
、
生
産
物
の
鮮
度

保
持
と
輸
送
経
費
の
低
減
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
郡
町
村
会

や
議
長
会
を
通
じ
て
国
や
県
に

輸
送
経
費
へ
の
軽
減
対
策
を
陳

情
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
郡
内
の
市
町
村
と
連

携
し
な
が
ら
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
い
く
。

問　

物
価
に
お
け
る
輸
送
費
用

の
占
め
る
割
合
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

物
価
に
お
け
る
輸
送
費
用

の
占
め
る
割
合
は
種
類
に
よ
り

異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
何

パ
ー
セ
ン
ト
と
は
言
え
な
い

が
、
平
成
22
年
度
の
小
売
物
価

調
査
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
市
を

１
０
０
と
し
た
場
合
、
奄
美

地
区
に
お
い
て
は
、
食
料
が

１
０
３･

８
％
、
光
熱･

水
道

１
０
２･

７
％
、
家
具･

家
事

用
品
１
０
１･

４
％
、
被
服
及

び
履
物
１
０
４･

６
％
、
交
通･

通
信
１
０
４･

５
％
と
い
う
調

査
結
果
で
あ
る
。

問　

民
主
政
権
に
な
っ
て
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
が
リ
ッ
タ
ー
当
た
り

10
円
補
助
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
、ど
の
よ
う
な
効
果
が
上
が
っ

台風 15 号の被害調査を行う経済建設常任委員会
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て
い
る
の
か
。

答　

事
業
実
施
前
の
鹿
児
島
市

ガ
ソ
リ
ン
平
均
価
格
が
１
５
７

･

４
円
に
対
し
、
沖
永
良
部
島

の
平
均
価
格
は
１
８
３･

５
円

で
２
６･

１
円
高
か
っ
た
の
が
、

事
業
実
施
後
の
価
格
は
鹿
児
島

市
の
１
５
５･

７
円
に
対
し
て
、

沖
永
良
部
島
は
１
７
４･
７
円

で
そ
の
差
額
は
19
円
と
な
り
、

価
格
差
は
是
正
さ
れ
て
お
り
、

事
業
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。　

問　

あ
ら
ゆ
る
補
助
事
業
を
導

入
し
て
い
る
が
、
導
入
後
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
の
か
。

答　

生
産
拡
大
や
新
た
な
作
物

を
導
入
し
産
地
を
形
成
す
る
た

め
に
は
、
施
設
・
機
械
の
導
入

の
他
、
集
出
荷
施
設
の
整
備
な

ど
が
不
可
欠
で
、
こ
れ
ら
を
整

備
す
る
た
め
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。
国
や
県
に
お
い
て
、

意
欲
の
あ
る
産
地
を
育
成
す
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
様
々
な

補
助
事
業
に
よ
る
支
援
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。
本
町
農
業
が

現
在
の
よ
う
に
拡
大
・
発
展
で

き
た
こ
と
は
、
農
業
者
の
高
い

栽
培
技
術
と
勤
勉
性
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
で
す
が
、
農
業
者
と

関
係
機
関
が
連
携
し
、
国
や
県

の
補
助
事
業
を
計
画
的
か
つ
有

効
に
活
用
し
て
、
迅
速
に
生
産
・

出
荷
体
制
の
整
備
を
行
い
、
消

費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
確

立
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
り
、
補
助
事
業
導
入

の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
に

つ
い
て

問　

奄
振
約
２
０
０
億
の
予
算

を
郡
民
の
た
め
、
運
賃
の
助
成

に
充
て
ら
れ
な
い
の
か
。
そ
の

方
策
は
な
い
か
。

答　

外
海
離
島
に
と
っ
て
大
消

費
地
ま
で
の
距
離
は
大
き
な
ハ

ン
デ
ィ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
事

業
で
の
運
賃
助
成
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
事
あ
る
毎
に
奄
美

の
市
町
村
会
や
議
会
、
県
議
会

な
ど
の
機
関
を
通
し
て
強
く
要

望
し
て
き
た
が
、
ソ
フ
ト
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
未
だ
に
目
的

達
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
、「
航
空･

航
路
運
賃
の
軽
減

対
策
」
に
つ
い
て
は
、
引
続
き

群
島
12
市
町
村
が
一
致
団
結
し
、

次
期
奄
振
事
業
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
町
と
し
て
も
、
奄
美

群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン･

実

施
計
画
に
沖
永
良
部
島
分
科
会

の
提
案
と
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問　

離
島
物
価
高
是
正
の
た
め
、

過
去
、
ど
の
よ
う
な
方
策
、
対

策
を
講
じ
て
き
た
か
。

答　

機
会
あ
る
毎
に
奄
美
の
市

町
村
会
や
議
会
、
県
議
会
な
ど

の
機
関
を
通
し
て
強
く
要
望
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
離
島
住

民
を
対
象
に
し
た
航
空
運
賃
の

離
島
割
引
制
度
や
赤
字
を
抱
え

る
離
島
航
空･

空
路
の
運
営
費

に
対
し
て
の
支
援
、
昨
年
は
離

島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
支
援

事
業
に
よ
り
価
格
支
援
が
実
施

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま

だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
今
後
も

引
続
き
郡
内
12
市
町
村
が
一
致

団
結
し
、
離
島
物
価
高
是
正
対

策
に
取
組
む
。

伊集院徳二議員

農
業
振
興
及
び
、
福
祉
対
策
に
つ
い
て

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
災
箇
所

と
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
有
線
テ

レ
ビ
）
の
対
応
策
に
つ
い
て

問　

西
原
字
、
伊
原
池
周
辺
圃

場
の
湛
水
処
理
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
応
策
が
具
体
的
に
な

さ
れ
て
い
る
か
。
又
、
新
久
保

豊
盛
氏
圃
場
の
排
水
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

西
原
字
伊
原
池
周
辺
圃
場

の
湛
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
字

か
ら
事
業
要
望
が
あ
れ
ば
、
字

役
員
と
協
議
し
、
適
正
事
業
を

検
討
し
て
い
く
。
新
久
保
豊
盛

氏
の
圃
場
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

業
者
の
協
力
を
頂
き
流
入
口
の

ゴ
ミ
を
撤
去
し
、
県
の
建
設
課

も
応
急
措
置
と
し
て
県
道
脇
に

土
嚢
を
設
置
し
て
あ
る
。
水
路

敷
き
は
、
字
区
長
と
協
議
し
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
事

業
要
望
が
あ
れ
ば
、
字
役
員
と

協
議
し
、
適
正
事
業
を
検
討
し

て
い
く
。

問　

和
泊
町
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
の
台
風
被
害
の
補
修
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
契
約
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

答　

保
守
契
約
に
は
、
定
期
試

験
、
自
然
災
害
後
の
巡
回
や
簡

易
な
木
竹
伐
採
等
を
定
額
・
通

年
で
行
う
「
通
常
保
守
」
と
、

工
事
の
都
度
出
来
高
払
い
す
る

「
特
別
保
守
」
に
区
分
さ
れ
て
い

る
。「
特
別
保
守
」
の
契
約
内
容

と
し
て
は
、
ド
ロ
ッ
プ
ケ
ー
ブ

ル
の
新
設
・
撤
去
を
は
じ
め
、

道
路
改
良
工
事
な
ど
電
柱
移
転

に
伴
う
ド
ロ
ッ
プ
ケ
ー
ブ
ル
の

移
設
工
事
、
ま
た
台
風
等
に
よ

る
大
規
模
災
害
に
伴
う
復
旧
工

事
等
と
な
っ
て
い
る
。
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訪
問
教
育
は
、
在
籍
す
る
生
徒

数
に
よ
り
、
授
業
時
間
の
設
定

が
異
な
る
が
、
多
く
の
症
状
を

抱
え
る
生
徒
の
指
導
や
教
育
等

が
ど
こ
ま
で
実
施
で
き
る
の
か

と
い
う
不
安
も
あ
る
。

　

ま
た
、
授
業
が
終
了
し
た
午

後
の
時
間
は
、自
立
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ

と
も
考
え
て
お
り
、
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
や
保
護
者
等
と

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
療
育

指
導
等
が
行
え
る
人
材
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
地
元
の
意

見
を
よ
り
多
く
反
映
さ
せ
て
い

く
た
め
に
も
、
全
町
民
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
高

校
生
か
ら
の
意
見
等
を
伺
い
、

計
画
・
立
案
に
取
り
入
れ
て
い

く
。

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て

問　

大
島
養
護
学
校
高
等
部
訪

問
教
室
の
開
校
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

か
。

答　

平
成
25
年
４
月
か
ら
の
訪

問
教
育
実
施
に
向
け
て
、
県
の

教
育
委
員
会
が
保
護
者
等
へ
の

説
明
会
な
ど
を
行
い
、
入
学
を

希
望
す
る
生
徒
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
生
徒
や
保
護
者
等
に

と
っ
て
は
、
自
宅
か
ら
通
学
で

き
、
同
級
生
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
学
習
で
き

る
こ
と
は
、
精
神
的
・
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
に
向
け
た
事
業

計
画
と
奄
振
に
つ
い
て

問　

平
成
25
年
度
に
向
け
た
事

業
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
主
な
事
業

と
し
て
、
継
続
事
業
で
農
業
基

盤
整
備
事
業
、
道
路
改
良
舗
装

事
業
、
公
営
住
宅
整
備
事
業
な

ど
、
新
規
事
業
と
し
て
、
各
字

公
民
館
の
耐
震
診
断
に
伴
う
改

修
工
事
、
火
葬
場
の
整
備
、
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。　

問　

次
期
奄
振
に
向
け
た
「
在

り
方
検
討
委
員
会
」
の
提
言
の

中
で
本
町
の
計
画
・
立
案
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

本
町
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

既
に
両
町
の
民
間
７
名
、
行
政

８
名
、
合
計
15
名
に
よ
り
「
沖

永
良
部
島
分
科
会
」
を
組
織
し
、

８
月
30
日
に
第
１
回
分
科
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
後
、「
農
業
、

観
光･

交
流
、
情
報
産
業
に
加

え
、
文
化
、
定
住
促
進
」
の
５

分
野
を
中
心
に
、
沖
永
良
部
島

台風後のケーブル復旧工事の様子

　
和
泊
町
議
会
議
長

　
　
　
和
　
正
巳

　
議
会
議
員

　
　
　
山
下
幸
秀
、
伊
集
院
徳
二
、
永
野
利
則
、

　
　
　
泉
　
秀
樹
、
平
　
　
勝
美
、
沖
　
　
充
、

　
　
　
児
玉
実
隆
、
芋
髙
　
生
三
、
桂
　
弘
一
、

　
　
　
橋
口
和
夫
、
中
田
　
隆
洋

　

相
次
ぐ
台
風
に
て

　
　
　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、

　
　
　
　
　

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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編
集
後
記

　
　
　

成
24
年
は
、
和
泊

　
　
　

町
議
会
議
員
改
選

の
年
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
に
は
新
し
く
議
会
議

員
を
選
出
し
て
頂
き
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
８
月
か
ら

の
台
風
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
自
助
・

共
助
・
公
助
で
、
共
生
・

共
働
の
基
、
必
ず
復
帰
発

展
す
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

（
文
責　

児
玉
実
隆
）

平議
　
長
　
　
和
　
　
正
己

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長
　
　
児
玉
　
実
隆

副
委
員
長
　
橋
口
　
和
夫

委
　
員
　
　
沖
　
　
　
充

　
同
　
　
　
中
田
　
隆
洋

「
災
害
」
に
負
け
る
な
‼

　
　
和
泊
町
、
和
泊
町
民

第16回  子ども議会（平成24年８月７日）

こども議会議長挨拶　和泊中学校３年　中田　元   
　私は、生れてから14年間をこの和泊町で過ごしています。私の暮らしているこの和泊町を少しでも良
くするため、また、日頃の学習や考えていることを活かせるのではないかと思い、今回こども議会の議長
に立候補しました。リハーサルで議長席に座り事の重大さを知りました。周りが良く見えるこの席は、裏
を返せば、皆に注目されているといっても過言ではないと思います。それだけ重要なんだと感じました。
そして、リハーサルで指導者の方に、「議長が会議を進めないといけないんだよ。」と言われ、その言
葉から議長の責任を感じることができました。今日を迎え、本番が始まるまですごく緊張していました。
本番が始まってからは平常心を心がけて、会議を進めました。そして事が進むにつれ、リラックスできる
ようになり、緊張の面持ちを浮かべる質問者の皆さん、質問に対し解りやすい答弁をして下さった役場の
方々、今日まで私達をサポートして下さった先生方や指導者の方々などの表情を伺うこともできました。
今回の会議では活発な意見交換を行うことができ、和泊町の発展に繋がっていきそうな気がするものばか
りでした。質問の多くは町を良くすると言う試みばかりで大人には無い視点のものもあったのではないで
しょうか。今会議を通じて、和泊町の子ども達が少しでも町の発展のため尽くしたり、町づくりについて
考えてくれたら幸いです。今回は貴重な体験をさせて頂き有難うございました。

第16回  子ども議会に登壇した子ども議員9名と中田子ども議会議長

玉 野　将 太 議員
和泊中学校３年生
質問：商店街の振興

　について

高石　晟 議員
和泊中学校３年生
質問：通学路の街灯の
　　設置について

川 添　梨 央 議員
和泊中学校２年生

質問：和中グラウンドの
　　　　トイレ設置について

重　雛乃子 議員
和泊中学校３年生

質問：島内産じゃが芋の
　　　アピールについて

中 田　元  議員
和泊中学校３年生
こども議会議長

嶺 元　瞳 美 議員
城ケ丘中学校３年生
質問：安心して子どもの
　　　産める町について

重 村　勇 己 議員
城ケ丘中学校３年生
質問：世之主の墓の環境

　整備について

鈴 木　星 空 議員
城ケ丘中学校３年生
質問：道路ミラーの
　　　設置について

亘　尚 生 議員
城ケ丘中学校３年生
質問：沖永良部を
　　　世界遺産に

福　洪志郎 議員
城ケ丘中学校３年生

質問：地域活性化につながる
　　　マスコットキャラクタ

ーについて　　

和
泊
町
議
会
構
成

　

議　

長　
　
　

和　

正
巳

　

副
議
長　
　
　

山
下
幸
秀

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
下
幸
秀

　

副
委
員
長　

永
野
利
則

　

委　

員　
　

平　

勝
美

　

委　

員　
　

芋
髙
生
三

　

委　

員　
　

桂　

弘
一

　

委　

員　
　

橋
口
和
夫

常
任
委
員
（
任
期
２
年
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

平　

勝
美

　

副
委
員
長　

芋
髙
生
三

　

委　

員　
　

和　

正
巳

　

委　

員　
　

伊
集
院
徳
二

　

委　

員　
　

児
玉
実
隆

　

委　

員　
　

橋
口
和
夫

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

永
野
利
則

　

副
委
員
長　

沖　

充

　

委　

員　
　

山
下
幸
秀

　

委　

員　
　

泉　

秀
樹

　

委　

員　
　

桂　

弘
一

　

委　

員　
　

中
田
隆
洋

監
査
委
員
（
任
期
４
年
）

　
　
　
　
　
　

泉　

秀
樹


